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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の目的は、看護系大学院修了者がその能力を持続的に開発するために作成した
支援プログラムの精錬、実施および評価を行うことであり、大学院修了者支援プログラ
ムを、専門看護師資格認定試験準備者、合格者を対象に実施し、評価を行った結果、支
援プログラムにより 9 割の者にコンサルテーション実践の変化が「ある」との結果を得
た。また国内調査においては、専門看護師および看護管理者にインタビューを行った結
果、専門看護師が期待される役割を遂行するために必要な看護管理者からの支援として
は、情緒的配慮、職場環境の調整、職位への配慮が必要であることが明らかにされた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

  The purpose of this research is to re-develop and evaluate the support program for the 

post graduate Clinical Nurse Specialist(CNS), and to identify the types of support needs of 

CNS’s from their nurse administrators . 90% of the participants revealed this program 

would affect their consultation competencies. The results of the CNS’s and their 

administrators’ interviews showed that CNS’s work environment and their specialized 

positions in their hospitals are important for CNS activity. 
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１．研究開始当初の背景 
研究メンバーらは平成 17 年より看護系大学
院修了者の支援プログラムの開発を目的に、
大学院修了者の課題を明らかにした結果、大

学院修了者は大学院修了後の看護実践能力
に対する実感はあるものの、就業した医療機
関における役割獲得の困難さに関連したコ
ンサルテーションやコーディネーションの
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課題があることが判明した。またこれらの課
題や困難を理解し、支援する周囲の医療職者
が少ないことが判明した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、看護系大学院修了者が医療
機関においてその能力を持続的に開発する
ために平成 18 年に作成した支援プログラム
の精錬、実施および評価を行うことであり、
研究課題は以下のとおりである。 
(1) 平成 18年に作成した大学院修了者支援 

プログラムの実施および評価を行う。 
(2) 国内外で行われている大学院修了者に対

する支援の現状を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 (1)平成 18年に作成した大学院修了者支援
プログラムを、専門看護師資格認定試験準備
者、合格者を対象に実施し、実施前、中、後
にアンケートを行い、結果を記述統計および
質的帰納的方法に分析し、評価を行う。 
支援プログラムは 2つのワークショップか
ら構成され、その目的は①コンサルテーシ
ョン実践力の向上、②組織内における役割
葛藤解決のための能力向上、➂大学院修了
者同士のサポートを目的である。 
(2)-1国外調査においては韓国 1施設におけ
る聞き取り調査を実施し、概要を示す。 
(2)-2国内調査においては、専門看護師およ
び看護管理者にインタビューを行い得られ
たデータを質的帰納的に分析する。 

 倫理的配慮、(1),(3)については大学にお
ける倫理審査を受けて実施した。 
４．研究成果 
(1)について 
対象は 21 名(全て女性）であり、看護専門

領域は、がん看護が 20 名、老人看護が 1 名
であった。支援プログラムへの参加時期の適
切性は、「適切である」76%、「適切でない」
10%、「どちらともいえない」14%であった。 
望ましいと考えられる参加時期は、「修了

後 1～2 年目」と回答したものが最も多く、
延べ 6名であった。プログラム実施回数の適
切性は、「ちょうどよい」33%、「少ない」43%、
「多い」24%であった。プログラム実施間隔
の適切性は、「良い」67%、「良くない」9%、「ど
ちらともいえない」24%であった。 
プログラム参加によるコンサルテーショ

ン実践の変化の有無は、「あった、もしくは
ありそう」が 90%、「なかった、もしくはなさ
そう」が 5%、「どちらともいえない」が 5%で
あった。 
 コンサルテーションに対する認識の変化
について 28 記述がえられた。分析の結果、
①コンサルテーション課題を焦点化するこ
との重要性の実感②コンサルテーション方
法のイメージの広がり、③コンサルテーショ

ンに必要な患者の分析視点の拡大、④コンサ
ルティをアセスメントする視点の更なる明
確化、⑤コンサルティの成長を育むための方
法の重要性の気づき、⑥コンサルテーション
におけるコンサルティとの契約関係の重要
性の気づき、⑦振り返りによる自己の課題の
明確化、⑧コンサルテーション意欲の高まり、
の 8表題が示された。 
今後のプログラムに対する要望として、最

終的に以下の 11 の表題が得られた。 
①各ワークショップの目的を明確にしてほ
しい、②参加者個々のニーﾄﾞに応じてワーク
ショップの内容毎に参加を選択できるとよ
い、③事例検討のファシリテーターは CNS が
よい、④活用できるホームページになるとよ
い、⑤ワークショップ後の議事録やアンケー
ト結果を知りたい、⑥相談したり気持ちを話
せる場がほしい、⑦ワークショップ開催日程
は、平日で、2月以外の方が参加しやすい 
⑧ワークショップは継続してほしい、⑨モチ
ベーションを保つ方法論を知りたい、⑩コー
ディネーションの事例検討の講義を受けた
い、⑪事例検討に基づく指導は定期的に受け
たい。 
結果より支援プログラムによるコンサル

テーションに関する認識の変化は、コンサル
テーションの焦点化、その具体的な方法、コ
ンサルティへの支援方法、コンサルテーショ
ンへのモチベーションに関する内容に集約
された。対象者らはコンサルテーションの目
的を焦点化することや、コンサルティに対す
る支援方法の理論を既に学習しているが、実
際の複雑な人間関係の中で展開されるコン
サルテーション課題解決には、既知の理論の
応用と現実の場での課題解決能力が要求さ
れる。よって、大学院修了後においても臨床
の場において課題を見いだし、学習の場を得
ることは重要である。また支援プログラム後
のモチベーションの高まりは、グループダイ
ナミックスの効果とも考えられる。今後は支
援プログラム後の振りかえり学習を支援し、
継続的能力開発の仕組みを計画することが
課題である。 
また、今後の課題、要望は 2006 年度にお

いてワークショップの構成や方法について
の指摘があったが、2007 年度以降においては
ワークショップ全体の学習内容を確認する
ために、議事録やアンケート結果を知りたい
というような個々のワークショップにおけ
る学習を深めるような工夫が提案されてい
た。ワークショップや事例検討の継続につい
ても期待が示されており、今後、本ワープシ
ョップを続けていくことの意義が示された。 
 ただし、年 2回のワークショップの他に参
加者の自発的な学習会や、学会主催の研修、
大学院での科目履修などの紹介も重要であ
ると考える。 



 

 

(2)-1 について 
大韓民国（以下韓国）の大学院教育は 1960

年に看護分野の最初の大学院修士課程が、
1978 年に博士課程が開設された。韓国では
看護分野の大学院生が職場に勤めながら大
学院課程を履修できる環境が整備されてい
る。修士課程履修中の学生の 70%が病院等の
臨床に、15%が看護教育機関に勤務している
という調査結果もある。2004 年以前の論文
によると韓国の専門看護師教育には 2つの
タイプがあるとされている。1つは法的に認
められているものであり、もう一つは職能団
体によって認められているものである。看護
職能団体や看護関連学会、病院等が独自に設
定しているものとしては、がん専門看護師や
糖尿病看護、創傷ケア、ストマケアなどがあ
る。またアメリカなどで、国際的に認められ
た専門資格を取得する者もいる。2004 年以
前にはこれらの資格取得には必ずしも修士
の学位を必要とするものではなかった。 
 APN（Advance Practice Nurse）の専門分
野は 1973 年には保健、麻酔、精神、家庭の
分野であったが、2003 年に 10 分野、さらに
2006 年に 3分野が加わり、現在では、保健、
麻酔、精神、家庭、感染管理、産業、救急、
老人、ホスピス、クリティカルケア、小児、
臨床、がんの 13 分野が認可されている。教
育課程は 2004 年に大きく改変し、1年間の
教育課程から大学院の APN コースでの教育
課程へと 1本化が図られている。教育課程お
よび資格認定試験制度の改革を実現するた
めに重要な役割を果たしたのが、韓国看護評
価院であり、現在の APN コースカリキュラム
の開発や教育課程の認可は韓国看護評価院
により行われている。 
ヨンセイ大学看護学部教員および大学病

院の看護管理者および看護師によるインタ
ビューの結果、韓国の APN のシステムが変革
期にあること、またがん患者の支援が病院の
経営上においても重要であり、診療部門にお
ける APNやコーディネーターらの役割が重要
であることが示唆された。 
(2)-2 について 
対象は、専門看護師 8 名（全て女性）、看護
師としての経験年数は平均約 18 年、専門看
護師としての経験年数は平均約 2年、看護管
理者は、8名（全て女性）、看護管理者経験年
数は平均約 11 年、現職としての経験年数は
平均約 6 年であった。 
本研究は専門看護師の役割に大きなイン

パクトを持つ看護管理者からの支援に焦点
を当て、専門看護師、看護管理者から、「専
門看護師が期待される役割を遂行するため
の看護管理者からの支援」を明らかにした。
その結果、専門看護師においては、＜情緒的
配慮＞＜職場環境の調整、勤務条件・職位へ
の配慮＞＜経済的援助＞の 3つの分類が示さ

れ、看護管理者においては、＜情緒的配慮＞
＜職場環境の調整、勤務条件・職への配慮＞
＜経済的援助＞＜CNS 活動を支える将来に向
けた取り組み＞の 4つの分類が示された。 
＜情緒的支援＞について 
専門看護師の結果における＜情緒的支援

＞には（CNS の要望や相談に応じてくれる）
（CNS の思いを尊重し暖かい態度で接してく
れる）（CNS の様子から心身の状態を察し対応
してくれる）など CNS の個人的な課題を察し
精神的な支援が看護管理者から提供されて
いることが示されている。また、（CNS の役割
を理解し役割の拡大を進めてくれる）（CNS・
スタッフ間のコミュニケーションを調整し
CNS 活動を円滑にしてくれる）などは専門看
護師が関係する組織の関係者に対し、看護管
理者が CNS の活動を評価し、その役割を間接
的に促進する働きをしていることが示され
ている。これらは看護管理者が専門看護師の
役割だけでなく、関係する職種や看護スタッ
フの能力および組織内のグループダイナミ
ックスを十分理解した上で、専門看護師の役
割を後押していることを示唆している。 
看護管理者の結果における＜情緒的支援

＞には（勉学が忙しい CNS 準備期に心身の状
態を気遣い言葉をかける）（CNS 活動を円滑に
するための人への働きかけ方について相談
にのる）（CNS 準備期・初動期は活動を静かに
見守る）など大学院修了後の専門看護師資格
認定時期における配慮が示されており、看護
管理者が専門看護師の役割を理解している
だけでなく、その成長のプロセスを評価し、
能力を開発するために支援していることが
示唆される。 
 ＜職場環境の調整・勤務条件・職位への配
慮＞について 
 職場環境の調整・勤務条件・職位への配慮
において、専門看護師からは（スタッフナー
スに CNS活動を周知しやすい機会を設定して
もらう）（CNS の希望する部署に配属してもら
う）（・・・キャリアアップを図る機会に参
加できるよう配慮してほしい）（・・・活動
に専念するための時間がほしい）など組織に
おける活動の周知や配置が示され、同時に要
望としては時間やキャリアアップのための
機会の提供などが示された。これらの結果か
ら、現在行われているものと、将来における
期待が示されたと理解できる。また看護管理
者の結果から、（各部署の管理者やスタッフ
との距離を縮める）（・・・役割を果たせる
ような配置をする）（定期的に CNS と意見交
換をする場を設ける）（・・・外部での活動
を制限しない）などが示され、看護管理者が
専門看護師の意見や要望を聞き、専門看護師
の自律的な活動を推進するための配慮を表
している。 
 ＜経済的配慮＞について 



 

 

 専門看護師からは、研修や講演会などの出
張経費、CNS 手当、進学のための手当と身分
保障についての配慮や要望が示され、看護管
理者からも CNS 手当や出張費、進学のための
支援について類似した結果が示された。これ
らは医療機関のバックグラウンドにより専
門看護師の経済面における処遇が異なるこ
とを示す。新しい役割を持つ専門看護師の評
価と報酬を改善するための方法については
引き続き、国民、職能団体、行政へその役割
の効果や評価について情報を提供するなど
の働きかけが必要と考える。 
 ＜CNS の活動を支える将来に向けた取り組
みの展開＞ 
上記は看護管理者のみに示されたが、複数

の専門看護師を雇用することや、厚生労働省
に働きかけるために看護系大学と協力して
いきたいといったような意見を通じて、上記
の取り組みに対する看護管理者の関心の高
さがうかがわれる。 
以上から、専門看護師、看護管理者から結

果には多くの共通した内容が示されたが、情
緒的支援については、専門看護師のデータは
はより具体的であり、環境や職位への配慮に
ついては、看護管理者からのデータがより具
体的であった。情緒的支援は専門看護師がそ
の支援を受ける当事者であることから、心理
的な変化やその効果について実際の支援と
ともに語られていたことが考えられる。特に
大学院修了後の専門看護師は新しい職場へ
の適応のために、私的にも公的にも多くの困
難を抱えており、役割を発揮する為の情緒的
支援は重要であることが示唆された。また、
看護管理者は管理的視点から、組織全体をア
セスメントし専門看護師の能力の発展を見
越し、組織の質を上げるために配慮しており、
専門看護師よりもより視野の広い観点を持
ちながら、専門看護師を支援していることが
示された。また、経済的支援の必要性は専門
看護師、看護管理者において認められたが、
医療機関の給与制度の限界もあることから、
それらを打ち破るような政策的な観点が看
護管理者から示され、社会全体への働きかけ
の重要性が示唆された。 
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